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OYOShockAD Ver3.3 

「シンプル簡単衝撃振動試験プログラム」 

 日本語 Windows95/NT4.0 以上対応です。 

 Ａ／Ｄ変換カード（CONTEC 製 ADA16-32_2(CB)F または ADA16-32/2(PCI)F

など）を使用します。 

1. 特徴 

• 測定及びデータの管理が容易です。 

• 測定後、評価条件を変更できます。 

• 波形の開始位置条件をチャンネルごとに設定できます。 

• 加速度を速度に変換して評価できます。 

2. 仕様 

• Ａ／Ｄ変換カード（CONTEC 製 ADA16-32_2(CB)F または ADA16-32/2(PCI)F）

はシングルエンド入力で使用します。 

• 最大３２チャンネルです。 

• サンプリング周波数は可変です。 

3. ご注意 

当プログラムの使用に伴う一切の損害に対して、一切の責任を負えませんことを予

めご了承ください。 

 

4. インストール方法 

予 め Ａ ／ Ｄ 変 換 デ バ イ ス の ドラ イ バ を イン スト ー ルし て く だ さ い 。 その後 、

OYOShockAD の OYOShockADSetUp.exe をダブルクリックします。 

あとは画面のメッセージに従って操作してください。 

インストール後にプログラムを起動する場合は、[ｽﾀｰﾄ]-[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]- [OYO 衝撃振動

測定]-[ OYOShockAD] で起動できます。 

 

アンインストールは、コントロールパネルの[プログラムの追加と削除]から行ってくだ

さい。 
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5. 使用方法 

a. 起動 

「OYOShockAD」を起動してください。 

b. [デバイス選択画面] 

はじめに使用するデバイスを指定する画面が表示されます。「はい」をクリックして

ください。 

 

c.  [メイン画面] 

[メイン画面]が最初に表示されるときは、データの保存先ファイルを指定するダイ

アログが、一緒に表示されます。最初に保存先ファイルを指定してください。

OYOShockAD ではデータを保存先ファイルで管理します。 

<注意> 保存先ファイルと一緒に"AD"フォルダが作成され、その中に A/D 変換

データが別途保存されるため、保存先ファイル毎に、新規のフォルダを作成すること

をお勧めします。 
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測定データの表示について 

[メイン画面]では測定した波形データが 16 ビット整数量子化値単位でグラフ表

示されます。 

表示する波形データのチャンネル番号と測定番号を図の①と②で選択しま

す。 

上段グラフの赤い波形は選択チャンネル番号の選択測定番号の波形です。

[←削除]ボタンで選択測定番号の全チャンネルのデータを削除できます。[無効]

をチェックするとデータを削除せずに選択測定番号の全チャンネルのデータを同

期加算から除外できます。 

下段グラフの赤い波形は選択チャンネル番号の全データを同期加算した波形

です。 

下段のグラフの青い波形は同期加算して生成した波形（下段グラフの赤い波

形）から FFT 分析用に先頭位置を調整した波形です。 

同期加算条件や、同期加算して生成した波形の先頭位置条件はオプション画

面で変更できます。 

新しい測定をはじめるときは[新規データ作成...]ボタンまたは[メイン画面]メニ

ューの[ファイル]-[新規作成...]より、新しい保存先ファイルを作成してからはじめ

てください。 

 

 

①：ｃｈ番号選択

②：測定番号選択

選択 CH の選択測定番号の

波形 

同期加算波形

FFT 分析用波形 
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d.  [オプション画面] 

 [メイン画面]メニューの[表示]-[オプション...]によって[オプション画面]が表示さ

れます。この画面で各種条件を設定します。 

 

 

i. [チャンネル数] 

測定データのチャンネル数を指定します。最大 32 チャンネルです。測定デー

タが存在しない時にだけ変更可能です。 

 

ii. [サンプリング周波数] 

測定データのサンプリング周波数を指定します。測定データが存在しない時に

だけ変更可能です。2048Hz がお勧めです。 

 

iii. [バッファ秒数] 

１回の測定の最大収録時間長を指定します。 

 

iv.  [同期加算トリガ条件] 

複数測定した波形データを同期加算するための条件を指定します。 

1) [トリガｃｈ] 

同期加算の同期をとるためのチャンネル番号を指定します。通常、衝撃の加

振点に最も近い測定点のチャンネル番号を指定します。 
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2) [トリガ絶対量子化値] 

同期加算の同期をとるためのトリガ位置の 16 ビット量子化値を指定します。 

3) [トリガ前秒数] 

上記条件で同期加算した波形のトリガ位置より前の部分で残す秒数を指定

します。青波形と赤波形を同時に表示するため 0.1 秒程度がお勧めです。 

4) [トリガ後秒数] 

上記条件で同期加算した波形のトリガ位置より後の部分で残す秒数を指定

します。波形が減衰し終わるまでの時間長にしてください。 

 

ここで設定した条件に基づいて同期加算された波形は[メイン画面]下段グラフ

の赤い波形データとして表示されます。 
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v. [ｃｈ番号] 

下記の条件を設定するチャンネル番号を指定します。 

 

vi. [１V あたりの論理値変換比] 

[FFT 分析画面]でセンサからの入力電圧を加速度などの論理値に変換するた

めにかける数値を入力します。 

[共通]ボタンで全チャンネルが同じ条件に設定されます。 

 

vii. [論理単位名] 

論理値に変換した場合の[FFT 分析画面]で表示する単位名を入力します。 

[共通]ボタンで全チャンネルが同じ条件に設定されます。 

 

viii. [FFT を積分表示にする] 

加速度で測定し速度で FFT 分析したい場合にチェックします。この時、[１V あ

たりの論理値変換比]は変更せずに[論理値単位]だけを加速度単位から速度単

位に変更します。 

[共通]ボタンで全チャンネルが同じ条件に設定されます。 

 

ix. [最終切り出しトリガ条件] 

同期加算して生成した波形を FFT 分析するために先頭位置を合わせる条件を

指定します。通常は全チャンネル共通にします。 

[共通]ボタンで全チャンネルが同じ条件に設定されます。 

 

1) [トリガｃｈ] 

同期加算して生成した波形から FFT 分析する開始位置の同期をとるための

チャンネル番号を指定します。通常、衝撃の加振点に最も近い測定点のチャ

ンネル番号を指定します。 

 

2) [トリガ絶対量子化値] 

同期加算して生成した波形から FFT 分析する開始位置の同期をとるための

位置の 16 ビット量子化値を指定します。 

 

3) [トリガ前秒数] 

上記条件で同期加算して生成した波形のトリガ位置より前の部分で残す秒

数を指定します。通常、数サンプリング間隔程度の秒数を指定します。後で調

整できるので 0.01 秒程度が良いと思います。 
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4) [トリガ後秒数] 

上記条件で同期加算して生成した波形のトリガ位置より後の部分で残す秒

数を指定します。この値によって、FFT の周波数分解能が決まります。測定後

でも変更可能なので、いつでも FFT の周波数分解能を変更できることになりま

す。（データが足りなければゼロが付加されます。） 

 

＜FFT の周波数分解能について＞ 

ここでの「トリガ前秒数」プラス「トリガ後秒数」の時間長に相当するサンプル

数以内で最大の２の累乗数で FFT が実行されます。「トリガ前秒数」はほとんど

ゼロ秒に等しいので、実質、「トリガ後秒数」で FFT の周波数分解能が決まると

言えます。 

したがってサンプリング周波数を 2048Hz 等の 2 の累乗数にしておけば、「ト

リガ前秒数」プラス「トリガ後秒数」の合計秒数にしたがって、FFT の周波数分

解能は以下のようになります。 

2 秒（以上 4 秒未満）ならば、0.5Hz。 

4 秒（以上 8 秒未満）ならば、0.25Hz。 

8 秒（以上 16 秒未満）ならば、0.125Hz。 

16 秒（以上 32 秒未満）ならば、0.0625Hz。 

 

サンプリング周波数が 2 の累乗数でなければ 2 の累乗数サンプル相当の時

間が一定でないので、サンプリング周波数ごとに FFT の周波数分解能が異な

ることになります。例えば、サンプリング周波数が 2500Hz ならば、2 の累乗数で

ある 2048 サンプル相当が 0.8192 秒なので、「トリガ前秒数」プラス「トリガ後秒

数」の合計秒数にしたがって、FFT の周波数分解能は以下のようになります。 

3.27686 秒（以上 6.5536 秒未満）ならば、約 0.3051Hz。 

6.5536 秒（以上 13.1072 秒未満）ならば、約 0.1526Hz。 

13.1072 秒（以上 26.2144 秒未満）ならば、約 0.076Hz。 

26.2144 秒（以上 52.4288 秒未満）ならば、約 0.038Hz。 

 

5) [サンプリング間隔補正秒数] 

FFT 分析で位相のみを調整するための秒数を指定します。はじめはゼロに

してください。使い方の詳細は測定事例と一緒に別途説明します。 

 

ここで設定した条件に基づいて同期加算された波形から抽出された波形デー

タは[メイン画面]下段グラフの青い波形データとして表示されます。 
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同期加算データである赤波形から、FFT 対象データである青データを作成す

る条件を指定する部分です。 
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e. [Ａ／Ｄ変換画面] 

測定は、[メイン画面]で[Ａ／Ｄ停止モード]を選択して[Ａ／Ｄ変換...]ボタンをクリ

ックして表示される[Ａ/Ｄ変換画面]で行います。（その他に[高速表示モード]または

[安全表示モード]を指定できます。通常は[高速表示モード]を選択してください。

[安全表示モード]はサンプリング周波数が高いなどでＡ／Ｄ変換処理が間に合わな

い時に選択します。） 
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[Ａ/Ｄ変換画面]が表示されると同時にＡ/Ｄ変換が開始され、リアルタイムに[Ａ/

Ｄ変換画面]右側に０．１秒間の波形が、[Ａ/Ｄ変換画面]左側に[オプション画面]で

設定した[バッファ秒数]ぶんの波形が表示されます。表示波形データの縦軸は[縦

軸片振幅値]によって変更できます。[縦軸片振幅値] は 16 ビット整数量子化値で

す。 

Ａ／Ｄ変換処理を停止したときに[Ａ/Ｄ変換画面]左側に表示されているデータ

が保存できるデータとなります。 

 [Ａ／Ｄ停止モード]は、以下の３種類あり、[メイン画面]で選択します。 

 

1) [手動停止] 

[Stop]ボタンをクリックしてＡ／Ｄ変換を停止するモードです。Ａ／Ｄ変換を

停止後、[Ａ/Ｄ変換画面]左側に表示されているデータを測定データとして採

用する場合に[表示データを保存]ボタンをクリックします。[表示データを保存]

ボタンをクリックすると表示データが保存され、画面下の"測定数"表示がカウン

トアップされます。[Start]ボタンをクリックすることで再度、Ａ/Ｄ変換が開始され、

[Ａ/Ｄ変換画面]右側に０．１秒間の波形が表示され、[Ａ/Ｄ変換画面]左側に

[オプション画面]で設定した[バッファ秒数]ぶんの波形が表示されます。 

 

2) [自動停止] 

[メイン画面]の[自動停止トリガ条件]に従って自動的にＡ／Ｄ変換を停止す

るモードです。Ａ／Ｄ変換を停止後、[Ａ/Ｄ変換画面]左側に表示されているデ

ータを測定データとして採用する場合に[表示データを保存]ボタンをクリックし

ます。[表示データを保存]ボタンをクリックすると表示データが保存され、画面

下の"測定数"表示がカウントアップされます。[Start]ボタンをクリックすることで

再度、Ａ/Ｄ変換が開始され、[Ａ/Ｄ変換画面]右側に０．１秒間の波形が表示さ

れ、[Ａ/Ｄ変換画面]左側に[オプション画面]で設定した[バッファ秒数]ぶんの

波形が表示されます。[Stop]ボタンをクリックしてＡ／Ｄ変換を停止することも可

能です。 

 

3) [自動繰り返し保存] 

[メイン画面]の[自動停止トリガ条件]に従って自動的にＡ／Ｄ変換の停止、

データの保存、Ａ/Ｄ変換の開始を繰り返すモードです。[Stop]ボタンをクリック

して測定を停止します。衝撃と測定を同時に一人で行うことが可能です。 
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f. 測定後の[メイン画面]操作について 

 [メイン画面]では測定した波形データが 16 ビット整数量子化値単位でグラフ表

示されます。表示する波形データのチャンネル番号と測定番号を図の①と②で選択

します。 

上段グラフの赤い波形は選択チャンネル番号の選択測定番号の波形です。[←

削除]ボタンで選択測定番号の全チャンネルのデータを削除できます。[無効]をチェ

ックするとデータを削除せずに選択測定番号の全チャンネルのデータを同期加算

から除外できます。 

下段グラフの赤い波形は選択チャンネル番号の全データを同期加算した波形で

す。 

下段のグラフの青い波形は同期加算して生成した波形（下段グラフの赤い波形）

から FFT 分析用に先頭位置を調整した波形です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①：ｃｈ番号選択

②：測定番号選択

選択 CH の選択測定番号の

波形 

同期加算波形

FFT 分析用波形 



 12

上下段のグラフの横軸秒数は下記の赤枠で囲まれたボタンによって変更できま

す。横軸秒数は上下段のグラフで共通です。[自動]にチェックマークを入れると全

データが表示されます。[自動]にチェックマークがなければ指定秒数ぶんだけ下段

グラフはデータを先頭から表示します。上段グラフは波形の最大値がグラフの先頭

から５分の１に表示されるように指定秒数ぶんだけ表示します。 

 

 

 

 

 

 

測定後、[全測定データ一覧確認…]ボタンによって、各測定データ波形が正常

であるかを確認します。同一チャンネルの全測定データの切り出しデータを一覧で

確認できます。有効データは黄色、無効データは青色で波形がグラフ表示されます。

切り出しエラーの波形は先頭からオレンジ色でグラフ表示されます。マウス操作によ

って、一覧波形の拡大縮小、左右上下シフトが可能です。 

異常なデータは無効とします。無効にする測定データは複数同時に指定できま

す。また同期加算位置が合っているか確認します。同期加算位置が合っていなけ

れば、[オプション画面]の同期加算トリガ条件を変更します。 

※サンプリング周波数が低いと、同期加算位置がうまく合わせられないことがあり
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ます。その場合は、[メイン画面]メニューの[サンプリング周波数変換保存処理…]に

よって、サンプリング周波数を上げてください。 
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同期加算波形（下段グラフの赤い波形）からの FFT 分析用波形（下段グラフの青

い波形）の切り出し位置は、下段グラフの水色のカーソルを利用して[カーソルを青

の先頭]ボタンと[カーソルを先頭（赤）]ボタンによって調整可能です。 

グラフの水色のカーソルは、グラフをマウスクリックした位置に移動します。またグ

ラフ右上の[←][→]ボタンによって 1 サンプルずつ移動できます。 

[カーソルを青の先頭]ボタンをクリックすると、カーソル位置を FFT 分析用波形

（下段グラフの青い波形）の先頭位置に変更できます。[カーソルを先頭（赤）]ボタン

をクリックすると、カーソル位置から同期加算波形（下段グラフの赤い波形）を切り出

して FFT 分析用波形（下段グラフの青い波形）とします。いずれのボタンでも、[オプ

ション画面]の[最終切り出しトリガ条件]の[トリガ前秒数]を変更します。 

 

 

 

 

カーソル（水色）
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g. [ＦＦＴ分析画面] 

分析結果は[メイン画面]の[ＦＦＴ...]ボタンをクリックして表示される[ＦＦＴ分析画

面]で確認します。 

 

 

ＦＦＴに使用された波形データとＦＦＴ結果の振幅と位相情報のグラフが表示され

ます。オプション画面で[ＦＦＴを積分表示にする]がチェックされていれば、測定デ

ータが加速度の場合、波形データもＦＦＴ結果の振幅と位相情報も速度情報に変換

されて表示されます。 

[ｃｈ番号]でチャンネルを切り替えできます。 
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[最大表示秒数[Sec]]で波形データ長を指定できます。 

[最大表示振動数[Hz]]で振幅と位相の表示振動数範囲を指定できます。 

マウスクリック及び[←(L)]、[(R)→]キーによってＦＦＴ結果グラフのカーソルを移動

でき、カーソル位置の振動数と振幅値が画面下に表示されます。ここで、オプション

画面で[ＦＦＴを積分表示にする]がチェックされていれば"（積分表示）"と表示されま

す。 

[Copy]ボタンで表示されている画像イメージがクリップボードにコピーされます。 

[位相反転]ボタンで選択しているチャンネルの位相を１８０度反転できます。 

二つの[同時表示ｃｈ番号]で、他のチャンネル情報を重ねて表示できます。 
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一般的に、加速度波形の固有振動数は加振に対して位相が 90 度遅れます。ま

た積分すると位相は 90 度遅れます。測定データは位相が反転している可能性があ

りますので、加速度波形と変位波形ならば、位相が 90 度または 270 度の周波数が

固有振動数である可能性が高いです。また速度波形ならば 0 度または 180 度また

は 360 度の周波数が固有振動数である可能性が高いです。 

 

 

 

 

 

 

[CSV 出力...]ボタンより、全チャンネルのＦＦＴ分析結果データをＣＳＶテキストフ

ァイルに出力できます。[CSV 出力...]ボタンをクリックすると、下記のメッセージボック

スが表示されます。 

 

[はい]を選択すれば全チャンネルの振幅と位相データをＣＳＶテキストファイル出

力できます。[いいえ]を選択すれば全チャンネルの時間軸データ（同期加算及びト

リガ処理後のデータ）をＣＳＶテキストファイル出力できます。 
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h. 測定事例 

前の[ＦＦＴ分析画面] は加速度センサを使用して測定し、速度に変換して表示し

た分析結果です。同じ測定を鉄道総研の MS-DOS 版の衝撃振動システムで測定し

た結果を以下に示します。こちらは始めから速度センサを使用しています。サンプリ

ング周波数はどちらも 500Hz でした。 
重ね合わせ後の波形（１０回）

スペクトルの図化（０～２５Hz)

スペクトルの図化（０～１００Hz）
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スペクトルの振動数範囲が 0～25Hz で見る限り、どちらも同じ分析結果と言えると

思います。 

次に以下に振動数範囲が 0～100Hz に変更した [ＦＦＴ分析画面]を示します。 

 
スペクトルの振動数範囲が 0～100Hz で見るとおよそ 30Hz あたりから位相情報が、

鉄道総研の MS-DOS 版の衝撃振動システムと異なっているのが分かります。 

この原因はサンプリング間隔にあります。サンプリング周波数が 500Hz なのでサン

プリング間隔は 0.002 秒です。全く同時に測定したとしてもシステムが異なれば振幅

の立ち上がり位置が１サンプリングぶんずれただけでも 0.002 秒ずれることを意味し

ます。そして、１サンプリングぶんの 0.002 秒のズレは位相情報に換算すると、１Hz
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なら 0.72 度、4Hz なら 2.88 度、16Hz なら 11.52 度、64Hz なら 46.08 度という具合に

高域になるほど影響が大きくなります。どちらが正しいとか間違っているという問題で

はなく、Ａ／Ｄのタイミングで変わってしまいます。本来、高域の位相を問題にする

ならばサンプリング周波数を高くすれば良いのですが、当プログラムでは、このズレ

を補正する手段として、[オプション画面]に[サンプリング間隔補正秒数]を設けまし

た。これは、FFT 分析で位相のみを調整するための秒数を指定します。[サンプリン

グ間隔補正秒数]に数値を入力して鉄道総研の MS-DOS 版の衝撃振動システムと

合わせてみた[ＦＦＴ分析画面]を以下に示します。補正秒数は-0.007 秒でした。補

正秒数が 1 サンプリング間隔秒数以上になったのは、同期加算して生成した波形の

トリガ位置より前の部分で残す秒数の差も影響した結果と推察します。 
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同様な理由により、[サンプリング間隔補正秒数]は、明らかに固有振動数と判断

されるが、高い振動数のために固有振動数であるべき位相を示さない場合の補正

手段としても有効となります。 
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